
令和７年度業務紹介資料（事務系）
東海農政局



目次
東海農政局

1. 消費・安全部

2. 経営・事業支援部

輸出促進課、食品企業課、

3. 農村振興部

農村計画課、都市農村交流課

………… P.3

………… P.23

………… P.29

2



消費・安全部

3



4



VISION STATEMENTビジョンステートメント

わたしたち農林水産省は、

生命を支える「食」と安心して暮らせる「環境」を

未来の子どもたちに継承していくことを使命として、

常に国民の期待を正面から受け止め

時代の変化を見通して政策を提案し、

その実現に向けて全力で行動します。

もくじ

P3 地方農政局について
P4 所在地
P5 消費・安全部の理念と目標
P6 消費・安全部の役割
P7 消費生活課
P8 米穀流通・食品表示監視課
P9 農産安全管理課
P10   畜水産安全管理課
P11   福利厚生
P12   職員のQ＆A
P14　 求める人材
P15   ある一日のスケジュール 
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経営・事業支援部
輸出促進課、食品企業課
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輸出促進課の紹介

私たちのミッション

1.5兆円

農林水産物・食品
2024年輸出額

2030年目標

5兆円

既にある輸出をさらに拡大し

新たに輸出プレイヤーを増やす

2030年輸出目標
５兆円の達成！

主な業務

既存輸出の拡大
・国内外商談会でのマッチング
・施設整備等への補助

輸出プレイヤーの増加
・輸出に向けた助言、意見交換
・専門家派遣、セミナー開催

輸出証明書の発行
・輸出時に必要な証明書の審査・発行

業務体制
職員37名（令和7年９月現在）が
５つのチームに分かれて業務を実施

総務チーム

課の窓口、局課内の調整、情報発信など

事業推進（GI含む）チーム

東海GFP、ソフト補助事業、GI保護など

加工食品チーム

加工食品の輸出支援、施設整備補助事業など

輸出産地サポーターチーム

輸出事業計画策定・実行支援など

輸出証明チーム

証明書の審査・発行、施設登録など

東海GFP主催
実践編 第1回セミナー「商談前に
準備しておくポイントや効果的な
商談テクニックを知る」

セミナー開催後
動画をHPに掲載

東海農政局
輸出促進課
のHPはこちら
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選考採用者インタビュー

（令和７年度採用 産地形成係長）

… 今、担当している業務は

… 農水省を志望した理由は

… 印象に残っている業務は

とある１日のスケジュール

8:30

10:00

12:00

… 選考採用を希望する皆さんへのメッセージ

17:15

13:00

出勤

輸出事業計画に係る業務

昼食

事業者訪問

退勤

メールの確認、
返信や作業依頼への対応

16:00 帰局後、上司への報告
及び報告書作成

2030年輸出額目標５兆円を目指し、産地サポーターチームの一員
として、輸出をしている/しようとしている事業者さんを訪問し助言
をしたり、輸出事業計画策定に向けた支援を行ったりしています。

私自身食べることが大好きで、以前教員をしていたときには学校給食
やスクールランチの限られた時間でも食育に励んでおりました。食の根
幹に携わる立場で子どもたちにアプローチしたかったことに加え、これ
までの海外経験を活かして輸出力強化に取り組みたかったからです。

… 職場の環境はこんな感じ

ゆったりとした温かい雰囲気で、チーム単位で業務を進めつつ、時
にチーム同士で連携します。フレックスタイムやテレワーク、時間休
含む年休等の制度も活用しやすい雰囲気が醸成されております。ワー
クライフバランスが実現され、非常に働きやすい職場です。

世界中で愛され、以前から親しみのある食品事業者さんを訪問し、
意見交換を実施した業務です。これまで当たり前のように口にしてい
ましたが、輸出に関する現状や課題、展望を目の当たりにし大変刺激
的でした。輸出業務に精通しているサポーターに随行することで自身
の勉強にも繋がり、一助となれたことに誇りを感じました。

私のように未経験、異業種からの転職でも心配いりません。誰でも優
しく教えてくださり、研修も充実しています。２年前後での異動が基本
のため先輩方も様々な分野の仕事を新鮮な気持ちで遂行されており、幅
広いフィールドで活躍できることも魅力です。現在は自身の希望であっ
た業務を担うことで、世界の食文化を学ぶことができ、毎日が充実して
います。迷われている方、是非チャレンジしてみてください！！

輸出しようとしている事業者や輸出
関連事業者を訪問し、意見交換を実
施。既に輸出をしているが商品や物
流について課題があり、解決に向け
て支援をすることもある。

輸出事業計画の添削や
起案決裁に向けた文書作成

近くにコンビニや飲食
店が少ないため、配達
してくれるお弁当を頼
むことが多いです！
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選考採用者インタビュー

（令和7年度採用 業務推進専門職）

… 今、担当している業務は

… 農水省を志望した理由は

… 印象に残っている業務は

とある１日のスケジュール

8:30

10:３0

12:00

17:15

… 選考採用を希望する皆さんへのメッセージ

1４:00

出勤

行政機関訪問

昼食・移動

事業者訪問
昨年度の輸出実績や取組について
情報収集、今年度の取組について
意見交換

退勤

メールの確認、返信や作業依頼へ
の対応

16:00 帰局

農林水産物・食品のうち特に加工食品の輸出拡大に向け、輸出先国・
地域の求める規制に対応するために必要となる施設や機器の整備費等
を支援する様々な事業のご提案・実務処理等に携わっています。

ありきたりかもしれませんが、食べること、食について考えることが
好きだからです。前職で海外赴任していた時期に、日本の食のすばら
しさに気づきました。工業のイメージが強い東海ですが、食品産業も
とても盛んなエリアです。海外に住む方々（日本人含む）に、この地
域の食品をもっと届けていきたいと思い、輸出促進課を希望しました。

… 職場の環境はこんな感じ

親切な方が多いです。こちらの不明点もかみ砕いて説明してくださり、
業務についてもチームでカバーしてくださっているのでとても心強い
です。まだ現在の課でしか業務経験はありませんが、仕事で関わるほ
かの課の方々も親切な方が多いと感じます。

入省したばかりなので正直すべてが印象に残っていますが、事業者様
が輸出に少しでも近づけるよう、事業を拡大できるよう、他の行政機
関の方も交えて一緒になって考える時間は夢が広がりわくわくします。

私は民間企業からの転職でかなり不安を感じていましたが、業務説明
会で選考採用者のお話を伺いその不安はなくなりました。
ニュースで取り上げられていることの背景を考えたり、国がどのよう
な対応をしているのか職場で知ることができ、勉強不足を実感する毎
日ですが新鮮で楽しいです。食や農業に興味があればぜひチャレンジ
してみてください。一緒に働けることを楽しみにしています！

今年度の食品に関する海外展開に
ついて意見交換

メールの確認、返信や作業依頼へ
の対応

内勤の日はお弁当をもって出勤。
同期と一緒に昼食をとる事が多い
です。
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➢ 国産農林水産物の仕向け先の約６割が食品製造業であり、食品製造業における原材料（農林水産
物・加工食品）のうち約７割は国産農林水産物となっています。

➢ 食品産業は、食料の安定供給、地域経済の牽引役という重要な役割を担っています。
➢ 生産・製造・流通外食の各分野について、情勢変化を的確に把握し「食料システム法」等に基づき、
① 食品等の取引が適正に行われるための指導・助言や
② 補助事業・金融・税制特例等による食品産業への支援を行い、
食品産業の発展に貢献します。

※主な担当部局：（本省）新事業・食品産業部 （地方農政局等）経営・事業支援部

食品流通
• 生産から消費に至る食品流通段階であ
る卸売、小売の各部門の合理化・高度
化を支援します。

• 生鮮食料品等流通の基幹的なインフラ
である卸売市場を整備、監督し安定的
な食料供給を確保します。

食品製造
• 食品製造業の生産性向上、競争力強化、
品質確保を支援し安定的、効率的な食
品の供給を確保します。

• 日本農林規格の制定・改廃、普及を行
い、食品・農林水産品の品質を一定の
水準に確保します。

外食・食文化
• 外食・中食産業の生産性向上、活性化
を支援し、国内農林水産業との連携を
促進します。

• 農林水産業、食、地域、多様な食産業
を支える基盤である、日本の食文化の
保護・継承を図ります。

食品産業の発展に貢献する

新技術の導入
• 企業のフードテック導入を支援するため、官民協議会を運営し課題・対応を議論します。
• AI、ロボット導入等の支援により食品産業の労働力不足に対応します。

環境対策
• 食品ロスの削減、食品リサイクル、容器包装リサイクル、食品産業分野の地球温暖化対策等を推進します。

主な業務分野

食料システム法
• 合理的な費用を考慮した価格形成や商慣習の見直しに向け、食品等事業者に必要な指導・助言を行います。
• 食品等事業者の計画を認定し、金融・税制特例等の支援が受けられるようにサポートを行います。

27



Ｒ３年度選考採用 食品企業課 連携係長
今担当している業務は

食品産業のうち、主に食品製造企業を訪問し、国の施策の
周知や先方の課題の聞き取り等をしています。食のトレンド
が多様化する中、食品製造企業が付加価値の高い商品を提供
できるよう、食品製造企業向けの支援策の提案もしています。

農水省を志望した理由は

「未来の子どもたちのためにできることを提案し全力で
行動する」という農水省のビジョン・ステートメントに共
感しました。ヒトが生きるのに欠かせない「食」に関われ
たら面白そうと思い、全く違う分野でしたが応募しました。

職場環境はこんな感じ

食品企業課は、食品産業に関わる事業者向けの施策につい
て、複数の班で事業を推進しているので、幅広い知識が習得
できます。多趣味な方が多く、出張の移動中に、いろいろな
お話が聞けるので、わたしの世界も広がり楽しいです。

選考採用を希望する方へのメッセージ

農林水産物・食品を消費者へつなぐ重要な役割を担ってい
る食品産業は、食料システム法の成立やロボット産業の発展
等により、新たな局面を迎えます。新しいモノ・楽しいコト
が好きな方、別の角度から食品産業を覗いてみませんか。

係長のとある１日

事務作業
・申請された後援名義の承認業務
・幹部の挨拶案及び説明資料の作成
・イベントの行程等を事務局と調整

出勤
・メールの確認
・業務依頼への対応

食品企業訪問の報告
・事業者との意見交換の概要メモの
作成、報告等

昼食

退勤

食品企業への訪問
・国の施策の周知
・事業者の取組や課題のヒアリング
・製造現場の調査及び確認

8:30

9:00

13:00

12:00

16:30

17:15 28



農村振興部
農村計画課、都市農村交流課

29



農 村 計 画 課（11人）

【優良農地の確保】

・ 農地の総量確保のため、農
業振興地域制度及び農地転用許
可制度が適正に運用されるよう、
県や市町村に対し助言・指導。

※ 両制度に係る事務は、地方分権により
都道府県等に移譲。

・優良農地の確保のため、荒廃
農地の発生防止・解消等を推進。

【土地利用の区域分けのイメージ】

【農山漁村の活性化等】

■ 中山間地域等での取組への支援

・ 複数の農村集落の機能を補完
する「農村型地域運営組織（農
村RMO）」の形成等に対する取
組（農地保全・地域資源活用・
生活支援）を支援。
〔農村RMO形成推進事業〕

【中山間地域等における
　　　　農業生産活動等の継続を支援】

・ 農業生産条件の不利な中山間地域等において、集落等を
単位に農用地を維持・管理していくための取決（協定）
を締結し、それに従った農業生産活動等を支援（面積に
応じ一定額を交付）。〔中山間地域等直接支払制度〕

【主な交付単価】

交付単価（円/10a）区分地目

21,000急傾斜（1/20～）
田

8,000緩傾斜（1/100～）

■ 豊かなむらづくり全国表彰

【優良農地の確保】

・ 農山漁村における「むらづくり」
のモデルとなる優良事例を表彰し、
その取り組みを広く紹介。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【R６年度受賞の東地区集楽環境保全会】

【中山間地における棚田】

・ 地域の農用地保全のために必要な多様な取組を総
合的に支援。〔最適土地利用総合事業〕

・山村の地域資源を活用した商品
開発や販売促進を実施し、所得・
雇用の増大を図る取組を支援。
〔山村活性化対策事業〕

【飛騨鮎を使った山茶漬け（下呂市）】

【高齢者の移動支援】
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R７年度選考採用 農村計画課 土地利用計画係長

中山間地域や振興山村地域に対する支援業務のうち、農山漁村振興交付
金（山村活性化対策）、中山間地域所得確保対策、中山間地農業ルネッ
サンス事業における地域別農業振興計画の事務手続きを中心に担当して
おり、県、市町村、地域協議会等の担当者と連携を取りながら、業務を
進めています。

今担当している業務は

農水省を志望した理由は

前職は市役所に勤めており、農業政策に携わる中で農業の魅力、可能性
等を肌で感じました。そのことがきっかけとなり、「食」や「暮らし」
を支える農業、そして農業従事者を支えることのできる仕事に、これか
らも取り組みたいと感じ、農水省を志望いたしました。

選考採用を希望する方へのメッセージ

農政局は自分たちに身近な「食」や「暮らし」に関する国の施策を最前
線で取り組める魅力ある職場です。ぜひ、一緒に生命（いのち）を支え
る「食」と安心して暮らせる「環境」を将来につないでいきましょう。
共に働けることを楽しみにしています。

職場環境はこんな感じ

周りの職員のサポートなど働きやすい職場環境があり、安心して業務に
取り組むことができています。また、農政局内に選考採用職員も多く在
籍しており、部署の垣根を越えて交流できる環境もあることから、スム
ーズに職場に馴染むことができます。

係長のとある１日

8:30 ・出勤

・交付金関係の書類作成・決裁
・関連する法令の確認　など 

10:00

12:00 ・昼食

13:00
・現地調査

　交付金事業の遂行状況の聞き
　取り、交付金事業に関する現場
　確認（農地、産直市場）、関係
　者との意見交換　　など 

17:15

15:30 ・現地調査の報告まとめ
・その他事務処理 

・退勤

・１日のスケジュール確認
・メール等の確認
・提出された書類や報告書の確認 
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都市農村交流課（10人）

【農山漁村の活性化等】 【六次産業化・地産地消法に基づく
総合化事業計画の認定】

【地産地消の推進】

・農産物直売所の優良事例の収集・紹介

■農山漁村振興交付金■

農山漁村地域資源活用価値創出対策

農山漁村振興交付金により、地域の創意工夫によ
る活動の計画づくりから農業者等を含む地域住民の
就業の場の確保、農山漁村における所得の向上や雇
用の増大に結びつける取組の発展段階に応じて総合
的に支援し、農林水産業に関わる地域のコミュニ
ティの維持と農山漁村の活性化及び自立化を支援し
ています。

・地域資源を活用した農林漁業者等に
よる新事業の創出等及び地域の農林水
産物の利用促進に関する法律（以下
「六次産業化・地産地消法」とい
う。）に基づく「総合化事業計画」の
認定を行い、認定事業者に対し事業計
画期間中のフォローアップを実施して
います。

（5）地域資源活用価値産業支援型

（4）地域資源活用価値創出支援型

（3）農福連携型

（1）地域活性化型

（2）農泊推進型

・間接補助 ・県及び市町村に対して六次産業化・
地産地消法に基づく「地産地消促進
計画」の策定の働きかけ。

・直接採択

農山漁村地域資源活用価値創出推進事業・整備事業

⇒ 直売所訪問記

都市農村交流課は、農山漁村と都市との地域間交流、地産地消の推進及び地域資源活用価値創
出（地域活性化・農泊・農福連携・六次産業化）等に関する指導・助言・助成等の業務を行っ
ています。

地域で生産された農林水産物を地域で消費しようとす
る取組や食料自給率の向上、直売所や加工の取組などを
通じた六次産業化につながる取組を支援
しています。
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都市農村交流課（10人）

農泊 ６次産業化

〇「農泊」とは、農山漁村に宿泊し、滞在中に古民

家やジビエ、棚田など、農山漁村ならではの「地

域資源」を活用した食事や体験等を楽しむ「農山

漁村滞在型旅行」のことです。

〇長時間の滞在と消費を促すことにより、農山漁村

に持続的な収益、雇用などを生み出すことが狙い

です。

〇「農福連携」とは、障害者等の農林水産業分野で

の活躍を通じ、雇用と自信や生きがいを創出し、

社会参画を促す取組です。

〇厚生労働省、法務省、文部科学省とも連携しつつ、

生産・加工・販売における障害者等の活躍の場を

   拡げ、それぞれの障害の特性を活かして障害者等

が持てる能力を発揮することで、農林水産業の

労働力の確保につなげることを目指すものです。

〇六次産業化とは、一次産業である農林漁業の事業

者が、二次産業の製造業、三次産業の小売業等の

事業に一体的に取り組み、自らの農作物等である

地域資源に新たな付加価値を生み出す取組です。

〇農林水産業を一次から三次まで一体化した産業と

して取り組むことで、農林水産業の可能性を広げ

ようというものです。

〇「地産地消」とは、地域で生産された農林水産物

を地域で消費することを推進する取組です。この

取組により、生産者と消費者の結び付きの強化、

  地域の活性化のほか、流通コストの削減等につな

  げることを目的としています。

〇具体的には、直売所での販売や学校給食・地域の

   食堂での使用、農泊等での利用促進を図るもので

  す。

消費者、食品事業者等の
国産農産物利用を促進

「農」と「福祉」の連携の取組農福 地産地消

地域資源を活用した「農泊」
１×２×３=

   「６次産業化」
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R４年度選考採用 都市農村交流課 地域活性化係長

「農泊」事業を担当しています。
農泊とは、農山漁村に宿泊し、滞在中に豊かな地域資源を活用した

食事や体験を楽しむ「農山漁村滞在型旅行」のことです。外国人含め、
多くの人に農山漁村に足を運んでもらうことで、地域の活性化を目指
す取組です。

今担当している業務は

わたしはこれまでの人生の中で、行政に多く助けられてきたという
実感があり、いつかは自分も行政の立場で誰かの役に立ちたいという
思いを抱いてきました。そんな中、東海農政局の職員募集を知り、こ
れまでの職務経験を生かして、国民の皆様の「食」を支える業務に携
われることに大きな意義を感じ、志望いたしました。

地方農政局の業務は、当課が取り組む農山漁村の振興をはじめ、国産
物等の輸出促進、食品衛生管理、米を含む主要作物の政策推進など、多
岐にわたります。皆さまのこれまでの職務経験を生かせる分野もきっと
あります。あなたの経験と力を、いのちを支える「食」と「環境」の継
承のために、ぜひ発揮してみませんか。

当課は、課長をはじめ女性職員が7割以上を占める、局内でも珍しい
構成の職場です。ベテラン職員、若手職員、選考採用職員がそれぞれ
の強みを活かしながら、協力して業務に取り組んでいます。多様な人
材が活躍できる、風通しの良い職場です。

係長のとある１日

９:０0 出勤

メールチェック
チーム内業務の進捗確認、
当日の業務内容の確認など9:30

12:00 昼食

13:00
交付金事業の現地調査
・事業者を訪問し、現場確認。
・問題点等の聞き取りや、事業の

進捗等について意見交換

17:４5

16:30
現地調査報告
・事業者との意見交換の概要メモ

の作成、報告等

退勤

交付金事業関係の書類審査
・資料の確認、局内手続きの実施
・事業者へ電話でヒアリング等

農水省を志望した理由は

職場環境はこんな感じ

選考採用を希望する方へのメッセージ
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